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大正初期のメディアミックス
　「読んでから観るか、観てから読むか」というキャッチコピーは、すでに目新しいものではなくなったが、いまだ我々へ根源的な問いを発し続ける。そのキャッチコピーに象徴される、角川春樹の仕掛けたメディアミックスを根幹とする戦略
（１）
は、映画と小説の領域のみならず、漫画や音楽、そしてイ
ンターネットをも巻き込み、巨大化しているからだ。いわゆる角川映画が脚光を浴びはじめる一九六〇・七〇年代は、テレビの普及で映画の観客総数が急激 減少 、それぞれの映画会社に専属の花
スター形役者を出演させれば映画が売れるという
時代が過ぎ去ろうとしていた。そうして従来のシステムでは映画が売れなくなり、角川春樹は自社の小
コンテンツ
説を映画化し、多
額の宣伝費を投入するこ で、映画 ヒットへ、原作の小説をベストセラーへ導いた。 「読んでから観るか 観てから読むか」のキャッチコピーは一世を風靡し、漫画の映像化（映画、テレビドラマ）が盛んな今日でも、そのキャッチコピーが示唆する、原作と映像化したコンテンツの互恵関係は本質
的に変わっていないだろう。　
原作の熱心なファンは、次々と映像化され、コンテンツと
して消費されていく原作の姿に怒りと嘆きをあらわにし、メディアミックスを現代的な商業主義の戦略として往々に非難する。 かし当然ながら、小説を映画化しようとする試みは、角川春樹が世界に先駆け 実現したアイディアではない。さかのぼれば、ジョルジュ・メリエスの『月世界旅行』 （フランス
　
一九〇二）も、人類が月へ最初の一歩を踏みだすこと
が遠い夢だった時代に、ジュール・ベルヌ「地球から月へ」「月世界へ行く」にインスパイアされ、その夢を映像化した。映画は誕生したそのときから 小説と読者の間隙からたちのぼるイマジネーションを捉え スクリーンの上に表象 てきた。だが活字メディアは常に映画に物語内容を貸し与えるコンテンツとして目されてきたわけではない。　
一九一一（明治四四）年一一月に浅草の金龍館で封切られ
た『ジゴマ』は、 が輸入されて間もない日本で、世界的に見ても異様な社会現象を引き起こし 。 『ジゴマ』はフランスの『ル・マタン』紙に連載されて た同名小説をもとに
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映画化したもので、兇賊ジゴマと探偵ポーリンを主人公とする活劇である。公開の一年後に警察が『ジゴマ』に対し上映禁止処分をくだしたことで、 『 』に感化されて不良行為や犯罪に手を染める一〇代が新聞メディア クロ ズアップされ、ごくありふれた勧善懲悪物の『ジゴマ』をめぐる熱狂は、検閲論争や 害悪論争にま 発展した。そして、見世物興行の取締規則が適用されていた映画興行 、一九一七（大正六）年八月、独自の「活動写真興行取締規則」が適用されるきっかけを与えた。アーロン・ジェロー 指摘するように、 『ジゴマ』 発端に新しいメディアへの畏怖と好奇心が顕在化し、映画は「 〝 見〟され、認められ 」の
だ（２）
。そ
れまで他の見世物興行と一緒に扱われていた映画が、産業としての自立性を獲得し、社会的言説のなかで本質的に差別化され、大正初期は新 いメディアに対する認識の形成が、活発に進んだ時期だといえるだろう。　
日本映画の芸術的向上を目指し、純映画劇運動を提唱した
帰山教正が参加していた『キネマ・レコード』は、一九一三（大正二）年に創刊され、欧米映画の紹介を中心に国内外の映画界の近況を報告し 日本映画界への提言を積極 に行っていた。例えば「フィルム界の出来事」という欄で 、映画害悪論が紛糾するなか、映画界がどのよ な取り組みを行っているかを紹介している。
　　
小学児童と活動写真
　　　
小学児童に活動写真は果たして有害であるか、当局は
之れが為めに日夜心労してゐる。映画中には確かに児童に有害と認めらるゝものも無いではないが、又見逃す可からざる有利な映画もある。鹿児島地方が活動写真に対して一も二もなく排斥するを深く憂慮したる結果同地の常設館に於て特に児童用の映画を映写して活動写真を尊
マ
大マ
す可き方針を採つた。之れより先き東京の某有力家は
某社に託して学術参考の映画の製造に着手した。是等児童教育に併せらる可き特種の映画の製造は之れを以 嚆矢とするであらう。尚近くキネマ倶楽部は児童に対特別な映画を映写する由である。
　　
（ 『キネマ・レコード』
　
一九一六・七・一〇）
　
また、読者の投書を掲載する同誌の「読者乃声」欄には、
「艶子」と名乗る投稿者が、欧州では子どもに悪影響を与えると思われる映画の場合、スクリーンに「十五歳未満退去の文字」が映写されることを例に挙げ、それの応用を日本で望むのは難しいが「教育的 興味のある物を映写して欲しい」と訴えてい
る（３）
。これに対し『キネマ・レコード』側は、 「子
供日の設置 我々 異句
ママ
同音に叫んで居ります。貴殿の叫び
も又記者の叫びと同じであります」と応えた。道徳的観点から内容のガイドラインを選定しようとする態度は、警察や教
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育界など特殊な立場だけでなく、映画を愛好する側にも見られるが、 「映画中には確かに児童に有害と認めらるゝものも無いではないが、又見逃す可 らざる有利な映画もあ 」ように、善悪の二元論で割り切れる問題ではない。　
実際、波紋を広げた『ジゴマ』は映画の上映が禁止された
だけで、 『ジゴマ』の内容を忠実 ノベライズした桑野桃華『探偵小説ジゴマ』 （有倫堂
　
一九一二・七）や、登場人物や
舞台を日本にアレン した江沢春霞『活動写真
　
日本ジゴ
マ』 （三芳屋書店
　
一九一二・九） 、作家の創作性が強い筑峰
『探偵奇談
　
女ジゴマ』 （湯浅春江堂
　
一九一二・八）などの
出版物は、映画のような厳しい処罰を受けていない。つまり、『ジゴマ』を発端とする映画害悪論争は、当時の社会不安が映画という新しいメディアに向けられてい ことをはっき物語っている。　
そのような状況のもと出版界は相次いで『ジゴマ』をノベ
ライズした読み物を刊行 永嶺重敏の詳細な調査によれば、現在確認できるだけでも『ジゴマ』公開から半年の間に二三点ものジゴマ本が世に出回り、放浪山人『探偵奇談
　
女ジゴ
マ』 （盛陽堂・由盛閣・同名館
　
一九一二・八）は、東京書
籍商組合の競り市で一日に四〇〇〇部ほど売り上げた しい
（４）
。
ジゴマブームに沸いた大正期は著作権に関する法整備は徹底されておらず、 『ジゴマ』を模倣した映画が続々と制作され、舞台を日本に置き換えた和製ジゴマもあらわれて、映画の忠
実なノベライズだけでなく、 「ジゴマ」を冠しただけの類似小説も派生し、多種多様なジゴマ本が全国に流通 ていった。ジゴマブームは、映画が見世物興行から離れ、娯楽産業として独立したことだけではなく、今日まで通じるメディアミックス戦略の先駆であり その最初の成功例なのだ。とりわけ興味深いのは、 『ジゴマ』が上映された記録の残っていない地方でも、ジゴマ本がよく売れていたという永嶺 指摘である。全国的なジゴマブームは映画メディアだけでなく、活字メディアの下支えが効果的に働いていたからであり、一方で、映画が上映されない地域において 、活字メディアがジゴマブームを牽引していった側面が窺える。　
帰山教正は『ジゴマ』を紹介する際に当時の映画雑誌から
ある記事を引用している
（５）
。そこには「フイルムその物の罪よ
りも、寧ろ弁士の説明がやたら犯罪方 に力を入れた事と駄小説の続出によるものであらう」と、 『ジゴマ』への糾弾と熱狂は、活動弁士と活字メディアに形成されたものだという雑誌記者の指摘が見られる。大正期日本における映画受容への活動弁士の影響は大きく、人気活動弁士の肖像写真を並べたポスターや全国活動写真説明者番付が制作され、 「頗る非常大博士」の名で人気を博した横田好洋の巡業用ポスターは、上映プログラムよりも横田の名前が大きく描かれていた。岩崎昶は徳川夢声を外国映画を好むインテリ層向け、幾駒雷遊を浅草や下町の大衆受けを狙う弁士だっ と回想し、観客
26
は誰が活動弁士を務めるかで上映館を選ぶこともあった
（６）
。し
かしジゴマブームは活動弁士のほかに、日本における映画受容の早い時点で、映画と小説のメディアミックスが深い係わりを持っていたことを実証してい 。　
つまり日本における映画受容を考えるには、従来のように
活動弁士の果たした役割だけでなく、同時に活字メディアが担った機能も視野に入れ、考察 より深めていく必要があるだろう。さらに映画と活字メディアの有機的な連係が、ジゴマブームが沈静した後ど ような変遷 辿 、現代 肥大化するメディアミックス戦略の礎となったのか。それらを明らかにすることは「読んでから観る 、観てから読むか」という素朴な問いを、より深い考察に導くにちがいない こで次節では、今回調査することのできた一九一三（大正二）年から一九一九（大正八）年の間に刊行され 映画物語本（画をノベライズした読み物や原作の翻訳・翻案など）を紹介し、い なる研究を展開できるか検討してみたい。
大正初期映画物語本
　
現在、早稲田大学中央図書館特別資料室には計二一冊にお
よぶ映画物語本が所蔵されている。各映画 語本 タイトル・著者・発行年月日などの書誌情報 別途一覧表にまとめいるので適宜ご参照願いた 。　
永嶺によれば出版社が異なっていてもジゴマ本のサイズや
表紙デザインなどはほぼ共通し、「見た感じは同じシリーズ物のような印象」だと述べている。今回調査した映画物語本のなかに『ジゴマ』
のノベライズはないが、例えば図一に掲載した表紙に「大探偵
　
大活劇」というサブタイトルが踊っているように、調
査した映画物語本の内容も探偵対兇賊のスリリングな活劇を描いたものが多く見受けられた。しかしジゴマ本のよう統一された装丁ではなく、例えばサイズ（単位センチメートル）を見てみると、最小は『キネマシリーズ
　
泰西冒険活劇
　
名
馬』の約一二・五×約九・五センチ、最大は『正？邪？魔？人？
　
護る影』の約一九×約一三センチで、全体的に掌にお
さまるサイズになっているが、出版社ごとの工夫 見られる。盛陽堂書店などが発売元の『探偵奇談
　
マスターキー』 『探
偵奇談
　
黒い箱』 『探偵奇談
　
拳骨』はシリーズ物のようで、
本文はすべて四〇ページで収められ 一五×約八・五センチのやや縦長の変型サイズで揃えて る。ただし挿絵や口絵はない。 『泰西傑作活動叢書
　
サタン』は計二八枚のスチー
ル写真を挿絵に用いているが、それ以外で本文中に挿絵を採
図１
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タイトル
著
　　
者
発行年月日
発行者
発行所
価
　　　
格
泰西傑作活動叢書
　
サタン
不明
一九一三・一〇・一
今津隆治
加山堂書店
三五銭／各一万部限特価二八銭
世界活動文庫
　
名馬
　
泰西大活劇
曲汀漁郎
一九 五・二・二八
栗本長七
一手販売所：白井書店・若月書店
一〇銭
活動写真叢書
　
大探偵ヂューヴ
不明
一九 五・七・二〇
芝居と活動社
※芝居と活動社
一五銭／送料金四銭
探偵奇談
　
フアントマ
村上静人
一九 六・ ・
酒井福次
酒井芳文堂
四五銭
探偵奇談
· マスターキー
山縣喬
一九 六・三・一三
鈴木與八
発売元：勧文舘書店・盛陽堂
不明
探偵奇談
　
黒い箱
松方清風
一九 六・三・二四
鈴木與八
発売元：盛陽堂書店
不明
探偵奇談
　
拳骨
松方清風
一九 六・三・二四
鈴木與八
発売元：勧文舘書店・盛陽堂書店
不明
キネマ文庫
　
黒い箱
青木緑園
一九 六・三・二七
中村惣次郎
活動写真雑誌社
二〇銭／郵送料金四銭
探偵小説
　
拳骨
青木緑園
一九 六・三・二〇
中村惣次郎
中村日吉堂
三五銭／郵税金六銭
泰西の奇談
　
呪の宝玉
松木狂郎
一九 六・三・二五
榎本松之助
榎本書房※大阪
不明
探偵活劇
　
プロテア
筑峰
一九 六・四・三
高橋友太郎
春江堂書店
一五銭
活劇叢書
　
大活劇
　
暴落
原作：リチャード・ウオシユバーン・チヤイルド／訳：長尾蘆葉
一九 六・五・六／一九一六・五・一〇 （再版）
山田仁三郎
大売捌所：浅草公園
　
キネマ倶
楽部・いろは 房
一五銭
百万弗の秘密
　
前篇
原作：ハウェル・ハンセル／訳：ＩＳ生
一九 六・六・二 ／一九一六・七・ （再版） ／一九一六・七 五 （三版）
福良勢以
上槇書房
二〇銭
百万弗の秘密
　
後編
原作：同上／訳：清風居主人
一九 六・七・ 五
福良勢以
上槇書房
二〇銭
活動小説
　
金剛星
原作：ロイ・エル・アカアデル／編：天然色活動写真株式会社編集局
一九一七・三 五
神谷竹之輔
三芳屋書店・松陽堂書店
二〇銭
正？邪？魔？人？
　
原作
　
護る影
原作：ランダルパリツシユ／訳：天然色活動写真株式会社編集局
一九一七・五・一五
神谷竹之輔
三芳屋書店・松陽堂書店
六〇銭
キネマシリーズ
　
泰西冒険大活劇
　
名馬
中川愛光／編 岡村書店 部
一九一七・六・一
岡村庄辺兵衛
岡村書店
一二銭／郵税二銭
史談活劇
　
カビリア
翻案：河野紫
一九一六・六 〇／一九一七・六・五〇 （四版）
高橋友太郎
キネマ書房
一五銭
活劇文庫
　
壮絶快絶
　
宙天馬
不明
一九 八・九・二五
榎本松之助
榎本書房※大阪
一五銭／送料二銭
大探偵大活劇
　
暗中の追跡
泉清風
一九 ・九・二〇
鈴木與八
盛陽堂書店
四〇銭
連続 活劇
　
赤手袋
不明
一九 ・ 〇 三
イー・ビー・ロー
ユニヴアーサル ・ フイルム製造会社
不明
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用したものは今回の映画物語本には見られなかった。しかし『活動写真叢書
　
大探偵ヂユーヴ』は映画館で販売されてい
る現在のパンフレットのように、役者とその役柄を写真付きで紹介し、そのほかは口絵にスチール写真や場面を描いたイラストを掲載するなどして、映画の見せ場や登場人物を印象付けている。　
こうしたヴィジュアル面だけでなく、映画のノベライズで
あることを意識させるも に目次がある。およそ四〜六ページごとに小見出しが付けられ、場面ごとに細かく区切られているようだが、それぞれの場面の舞台・中心となる登場人・見所がひ 目で理解でき よう、シンプルかつダイレクトな煽り文句が目立つ。　　
一．ホテルの大賊
　
大金の強奪
　　
二．ボオイと早替り
　
落ち散る附鬚
　　
三．無名の名刺
　
不思議の文字
　　
四．取次ぐ名刺
　
探偵長の鑑識
　　
五．友人グルン氏
　
怪しのトランク
（ 『探偵奇談
　
フアントマ』 ）
　　
一．拳骨組の跋扈
　
名探偵の化学研究……テーラードツ
ヂの躍起／リンビー、レツド……黒い大きな拳骨の記号
　　
二．記者ゼームソン
　
門前払いを喰せられる……毛虫嫌
ひだ／覚えて居ろと云ふ手紙……手掛りを得た
　　
三．覆面した不具者
　
勇士と云はれたが癪……金庫の中
へ仕舞て置く／蜥蜴面の男が窺がふ 電気を応用せる殺人犯
　　
四．化学応用の金庫破
　
金庫へ薬品で孔を穽ける……俺
の仕事は終つた／リンビー鐵棒で殴殺さる……事件が起つてゐる
　　
五．犯跡捜査
　
御丈夫な方ですから……旦那様は死んで
る／靴の底がボロボロに……直径五吋近い孔が
（ 『探偵小説
　
拳骨』 ）
　　
一．高塔の真下
　
高塔の直下に群衆が騒ぎ立てゝ居る
　　
二．美しい塔守の娘
　
美しい娘が番小屋の中から顔を出
した
　　
三．怪紳士
　
怪紳士はやがて、この死美人の顔を見ると
　　
四．奇妙な子供
　
奇妙な子供が突然塔内に現はれて
　　
五．判事の訊問
　
判事は巡査に向つて皮肉に尋問する
（ 『大探偵大活劇
　
暗中追跡』 ）
　
以上三作品の目次・見出しを一部抜粋したが、それらを読
むだけで物語の筋や大枠はある程度把握できるようになっている。また本文表記でも、 『世界活動文庫
　
名馬』は台詞の
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上部に役名を添えわかりやすさを強調するなど工夫の一端が見られるが、とりわけ当時の映画受容の在り方を印象づけるのが、その文体である。　　
悪計奸策を逞しうせる黒百組の数百の巨眼でさへ其所在を捜出せぬ百万弗の行衛や何所？
　
彼等は此後如何なる
手段を以て之を見出さんとするか奇計暴逆 活劇、フローレンスが果して克く父に邂逅し得るや否更に巻を改めて諸君に見えん。
（ 『百万弗の秘密
　
前篇』 ）
　　　
ヒツデユンバレーに囚はれありしビリー・ソード両人
の運命や如何に？
　　　
獰奸飽くことなきウイレー・ヴアルチアー等の消息や
如何に？
　　　
チア・チユアナの胸中深く秘められし亡魂の沼を開く
べき鍵は、遂に開かれずして永久に葬り去られんとするか、否！
　　　
レツド、グラブの妙境愈々佳境に入つて迷宮益々深か
らんとす、マリーウオルキヤンプ嬢果して此の謎を解き得るや如何に？
（ 『連続大活劇
　
赤手袋』 ）
　
このような躍動的な口語体は、講談あるいは活動弁士の口
調を彷彿させ、ノベライズを試みた書き手たちは、映画の内容を写生し原作を忠実に翻訳するだけでなく、映画館の臨場感をも読者に伝えようとしていたのではないか。そのように考えてみると、映画物語本は何を目的として書かれたのかを改めて捉え直す必要がある。　　
茲に嬢の来朝を歓迎する為めに、嬢の出演にかゝる最近の傑作「赤手袋」の梗概と嬢の簡単な略歴とを併せて、一小冊子として出版することになりました、元より本書は、短かい時間に速成を期したものですから、筋の通らない個所も少なくないと存じます、それに本写真の興味を減殺することを恐れて、極く簡単に大まかな筋だけを申し上げることに致しました、為めに大部不徹底な所も多いことゝ思ひます、不完全 点は十分にお詫び致して置きます。
（ 『連続大活劇
　
赤手袋』はしがき）
　『連続大活劇
　
赤手袋』は主演女優の来日にあわせ、宣伝
のために制作された「小冊子」である。このように第一には、完全なノベライズでなく映画の宣伝を目的とした場合が考えられる。あるいは、 『探偵小説
　
拳骨』のはしがきに
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「 『拳骨』 （クラツチング・ハンド）は原名を『
E
xploits.·O
f·
E
laine 』 （エレンのてがら）と云ひ、英国の小説家アーサー、
ビー、リーヴ氏の大作で、探偵小説として此の本くらゐ面白い物は無いから、余は茲に原書の翻案を試みた次第である」とあるように、翻訳・翻案することで原作を映画の観客に宣伝しようとする意図もくみ取ることができる。 くに『百万弗の秘密』は前後編の二冊に分かれているが、どちらの序文にも原作者の紹介が掲げられている。　　
原作者ハウエル・ハンセル氏は、最近亜米利加大陸の文壇に急に名を為した作家でありまして、亜米利加のコナンドイルを以て目されて居る人であります（中略）ともあれ誰にもせよこの書の第一ペーヂを開いた人があつたとしたらその人は必ず異常なインテレストに引きずられて最後迄読了して終ふに相違ありません
（ 『百万弗の秘密
　
前篇』序）
　　
訳者『前篇はＩＳといふ者が翻訳いたしました。今度は私が代つて翻訳致すのですが、中々先生 名文を拝見しては気が臆して筆が動きません、けれども先生のお書きなされた意味は誤らない積です。ですから若し此翻訳見て活動写真でも御覧になる方が つたならば屹度よく筋道がおわかりにならうと思ひます、その点でだけ先生
のお叱りを免かれるだらうと思ひます。
　（ 『百万弗の秘密
　
後編』序）
　『百万弗の秘密』前後編の序文の主眼は原作者の紹介にあり、少なくとも一覧表に示した訳者たちは原作へ敬意を払おうとしている。また、映画は原作のすべてを映像化するわけではないので、原作を翻訳・翻案することで、映画では省略されてしまった筋を補完する役割も担っていたようである。映画をノベライズするといっても、書き手によっては実直に原作を読み込み、素材を提供しただけの消耗品として原作を捉えてはいない。映画化によって観客の間口が拡がり、映画の内容を再現するもの 原作 翻訳・翻案するもの、映画原作の内容を折衷したもの 映画と原作の設定を借りたパロディなど、ノベライズの方法も多岐 渡 いる。　　　
此写真は少く共筋の馬鹿に面白い事に於て、小説的に
して小説以上に面白い事に於いて、活動界空前絶後の逸品です、写真を見た人はもちろん御存知の事ですからお勧めする迄もなくお読みになる 相違ありません、写真を見ぬ方が本書を読だら写真を見ず はゐられなくなります
（ 『活動写真
　
金剛星』口上）
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発売以来僅かに旬日に過ぎず従つて多く世評に聞く能はざるも帝都一流の新聞に掲げられたるものを摘録すれば左の如し（中略）
　　
東洋新報
　
之を小説的に翻案して興趣を深からしめたか
ら単に之を一の小説として読むも面白く活動写真と相俟て観賞したなら更に一層の妙味があらう莵に角記者は此書に懐中活動写真てふ名称を冠し銷夏の隙読物として読者に薦む（ 『百万弗の秘密
　
後篇』 「本書（前篇）に対する批評」 ）
　「読んでから観るか、観てから読むか」の問いかけは、小説を原作にした映像化という一方向へ流れるシステムを象徴し、観客と読者の移動は〈原作から映画へ〉 〈映画から原作〉の二通りに限定される。その移動は大正期の観客と読者のなかにもすでに備わっていたが、映画物語本は原作あるいは映画のノベライズという機能を与えられたほかに、映画と原作の内容を組み合わせ物語を補完したり、設定だけを借りて二次創作を行うなど 多様な展開が許容されている。だから、 〈 から映画へ〉 〈映画から原作へ〉 単純化された文脈（システム）のなかで映画物語本 扱えば、 れが持つ多様性を見落としてしま だろう。視座を変えれば「懐中活動写真」という表現 、映画物語本が活字メディアという枠組みを越えて、映画 小説 異
ハイブリッド
種混交メディアとして受容
されていたことを示唆しているのではないか。そういったメディア受容の在り方も探ることができる。　　
私は此の映
フ井
画ルム
の印象を描く上に少なからず苦心した、と
云ふのは、単に「見たまゝ」或は「冒険小説」に類する物語を避けたかつたからである。最も大なる観劇の記録として、此 映
フ井
画ルム
の羸ち得た世界的な呼声の、一つの反
響を読者に伝へたかつた。が併し私の拙ない写
スケ
生ツチ
はその
希望の多くに離
そ
反む
いてゐるだらう。
（ 『活動写真叢書
　
大探偵ヂユーヴ』はしがき）
　
小説を読んで作者の息遣いや言葉の綾を読者が享受するよ
うに、映画もただ物語の筋を楽しむだけのメディアではない。シネマ・コンプレックスによって画一化された空間で映画を鑑賞することに慣れてしまった我々は忘れがちであるが、大正期の映画はソフトもハードも成熟し いない、産声をあげたばかりの新しいメディアであった。映画物語本はそうした新しいメディアである映画と、グーテンベルグが活版印刷を発明して以来、メディアの王様であった活字メディアを結ぶ媒介としての機能を自ずと兼ね備えていたのではないか。今回は早稲田大学中央図書館特別資料室が所蔵する計二一冊の映画物語本を調査したに過ぎ 、実際は数多の映画 本が全国に流通していたと思われる。また、大正期の映画フィル
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註（１）本稿は大正初期映画物語本の紹介を目的としているため、今
日的なメディアミックスへの考察や言及を割愛している。しかし、角川春樹『わが闘争
　
不良青年は世界を目指す』 （イース
ト・プレス
　
二〇〇五・六）によれば、角川春樹のヴィジョン
に「 「活字と映像と音楽」の三位一体」の構想があった点、その構想をもとに映画『ある愛の詩』などの原作本を出版しそれにより角川文庫から刊行した映画原作の翻訳やノベライズ本が、一九七〇年代にベ トセラーになったことなど、大正期のメディアミックス状況と重なり合う点は多く、詳細に検討すべき事柄である。
（２）アーロン・ジェロー「 『ジゴマ』と映画の〝発見〟
·　　
日本
映画言説史序説」 （ 『映像学』第五八号
　
一九九七・五） 。
（３）艶子「読者乃声」 （ 『キネマ・レコード』一九一六・八・一〇） 。（４）永嶺重敏『怪盗ジゴマと活動写真の時代』 （新潮社
　
二〇〇
六・六） 。
（５）帰山教正『映画の性的魅惑』 （文久社書房
　
一九二八・四） 。
帰山が参照した映画雑誌のタイトルなど書誌情報が併記されておらず、本稿執筆に際し該当記事を探しだせなかったため、帰山の引用を本稿でそのまま援用している。
（６）岩崎昶『映画が若かったとき』 （平凡社
　
一九八〇・九） 。
（しばた・のぞみ／早稲田大学大学院）
ムは散逸しており、上映された内容と映画物語本を照らし合わせるには困難がつきまとうだろう。しかし、今日の肥大化し飽和するメディア社会を考察する上で、新旧メディア 有機的に融合し生まれた映画物語本の調査・研究を深めていけば、メディアを受容する側の意識がより鮮明になるのではないだろうか。
